
子宮頸がん検診に関するお問い合わせ一覧
子宮頸がん検診について詳しくお知りになりたい場合は、

お住まいの市町へお問い合わせください。

県健康推進課のホームページでも、各市町が実施しているがん検診の
内容を確認することができます。

※検診会場では、換気や消毒等、感染防止対策を
　講じていますので、安心して受診してください。
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子宮頸がん検診を受けるには…

左記以外の方
会社員や公務員の方など

受けていますか？

子宮頸がん検診
受けていますか？

子宮頸がん検診

20歳以上の女性のみなさん！



子宮頸がんは、早期に発見して適切な治療を受ければ
90%以上が治ります。※2

●石川県では、年間約200人※1が子宮
頸がんになっており、女性がんの中
で比較的多いがんとなります。

●「若いし、まだ大丈夫！」と思ってい
ませんか？
　子宮頸がんは、20代後半から増
え、特に30～40代の女性に多い
がんです。

近年、若い女性の間で子宮頸がんが増えています。
子宮頸がんを早期に発見するために、20歳を過ぎたら

２年に１度、検診を受けましょう。

出典：全がん協加盟施設の生存率共同調査（2011-2013年診断症例）

5年相対生存率※2

93.6％ 26.5％
早期発見できなかった場合
（Ⅳ期の進行したがん）

早期発見した場合
（Ⅰ期の早期のがん）

医師が内診（子宮頸部の状態を目で確認）し、その
後、細胞診を行います。

細胞診は、大きめの綿棒で、子宮の入口（子宮頸
部）を軽くこすって細胞を採取します。

採取した細胞は、専門の先生が顕微鏡で観察し、
異常な細胞がないか確認します。

■子宮頸がん検診は、問診、医師による診察（内診）、細胞診を行います。
　（子宮頸部の細胞診は、死亡率を減少させることが科学的に証明された有効な検診方法です。）

内診、細胞診

・がん検診は自覚症状のない早期のがんを見つけるものです。
・月経（生理）以外に出血がある、月経が不規則などの自覚症状がある場合は、迷わず、病院へ行きま
しょう。

・HPV（ヒトパピローマウイルス）は一度でも性交渉の経
験があれば感染している可能性があるごくありふれた
ウイルスです。感染してもほとんどの場合は一時的で症
状もありませんが、ごく一部の人は感染が持続し、長い
時間を経てがんを発症することがあります。
・HPVの感染を防ぐため、HPVワクチンの定期接種が行わ
れています。(小6～高1相当の女子対象、公費で接種）
・HPVワクチンでは防げないタイプのHPVもあるため、
ワクチン接種をしていても、していなくても定期的に検
診を受けることが大切です。

子宮頸がん検診の流れ

本当に子宮頸がんかどうか
確かめます。
精密検査では
コルポスコープ下の組織診
などを行います。
※コルポスコープという拡大
鏡で疑わしい部位の組織を
採取して、がんがないか調
べる検査です。

※精密検査結果は、お住まい
の市町及び検診機関へ報告
されます。

予約する 異常なし
ひとまず安心

精密検査受診

異常あり
子宮頸がんの
可能性…

今後も定期的な
がん検診を
欠かさずに！

医療機関で
治療へ

異常なし
良性の病変

子宮頸がん
と診断

●がん検診では、がんが100%見つかるわけではありません。
　がんでないのに「要精密検査」と判定される場合（偽陽性）や、がんがあるのに見つけられない場合（偽陰性）があります。

※お住まいの市町によっては、HPV検査が追加される場合があります。

早期で見つけるのと見つけないのとで
こんなに違います！

がん検診
を受ける

必ず精密検査を受けましょう

※1　石川県におけるがん登録（2019年）（上皮内がんを含む数）

年代別子宮頸がん罹患率※1

人口10万人あたりの人数
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■子宮頸がんの原因となるHPVについて

※2  ここでいう「治る」とは診断時からの5年相対生存率です。相対生存率とは、治療でどのくらい生命を救えるか示す指標です。


